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 要  旨 
 
 近年，広域ネットワーク環境において地理的に分散した多数の計算資源を効率
良く利用するための基盤である，グリッドに関する研究が盛んに行われている．
中でも，広域ネットワーク上に分散した複数の計算資源を用いて大規模計算環境
を構築することを目的としたグリッドは，計算グリッドと呼ばれている．  
 一般に，計算グリッドにおける計算資源群はOSやCPUが異なる不均質な計算機に
よって構成され，動的に変動する仮想組織によって個別に管理される．従って，
計算グリッド上のアプリケーションは，これらの特徴を考慮して，スケジューリ
ング，資源管理，認証といった複雑な問題を解決しなければならない．これまで，
そのような問題を容易に解決するための仕組みやAPIを提供するミドルウェアが
多数提案，実装されている． 
 しかし，これらのミドルウェアによって，グリッド上の計算資源（以下，サー
バノードと呼ぶ）を利用する場合，各サーバノードで行う作業の追加・変更の際，
ジョブを割り当てるシステムのバージョンを各サーバノード間で統一することが
必要となる．しかし，ソフトウェアの再インストールなどを大多数のサーバノー
ドに対して行うことは困難である． 
本研究は，前述の問題を解決すべく，システムをモバイルエージェントによっ
て構成することで，各サーバノードで行う作業の拡張，変更などの更新作業が容
易なシステムの開発を目的とする．また，本システムでは，不均質な計算機によ
って構成され，動的に変動する計算資源群に対して，モバイルエージェントが適
切なサーバノードの選択，資源情報の管理を行い，並列環境を構築する． 
 評価実験を行った結果，提案機構が，モバイルエージェントを用いない場合や
従来のモバイルエージェントを用いた分散処理システムと比較して，容易にサー
バノードでの作業を追加・変更できることを確認した．さらに，Ninfを利用した
サンプルプログラムでの動作確認および総実行時間測定を行うことにより，適切
なサーバノードの選択が行われていることを確認した． 
 
 
 
